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＜論文概要＞

　高校生カヌースプリント選手４名（男子３名，女子１名）を対象として，2014年４月から11月ま

での７ヶ月間，５00ｍ漕の記録およびその中間距離である2５0ｍ地点におけるストローク特性（スト

ローク距離およびストローク頻度）の縦断的な変化について検討した。対象者の競技レベルは，九

州高校新人大会に当てはめると，予選レベルが１名，準決勝レベルが２名，決勝レベルが１名で

あった。対象期間において全選手の５00ｍ漕記録が向上したが，レベル別にみるとストローク距離

およびストローク頻度の変化の様相は異なっていた。予選レベルの選手ではストローク頻度とスト

ローク距離の両方が向上した。準決勝レベルの選手では，ストローク頻度は大きく向上していた

が，ストローク距離は維持もしくは低下していた。決勝レベルの選手では，ストローク距離の向上

のみがみられ，ストローク頻度には変化が見られなかった。したがって，これらの変化について，

SRとDPSの関係を示したダイアグラムで評価することによって，トレーニングによるストローク

特性の個人内での変化や，個人間での特性の違いなどを可視化でき，合理的なトレーニングを考え

る上で有効な手法になり得ると考えられた。

キーワード：初心者，個人差，トレーニング方略，ダイアグラム

Ⅰ.緒言

　カヌースプリント競技は，パドルを漕いで艇を前

進させ，一定の距離（200ｍ，５00ｍ，1000ｍ）に

おける着順を競う競技である。その成績を決定づ

けるのは艇速度であるが，これはストローク頻度

（Stroke Rate：SR）と１ストロークあたりの推進距

離（Distance per Stroke：DPS）という２要素の積

によって決まる。SRとDPSの間には，一方を増大

させると一方は低下するという二律背反（トレード

オフ）の関係がある７）。したがって競技力の向上を

図る際に，両者をそれぞれどの程度重要視してト

レーニングするかは，重要なポイントになるとされ

る。

　このSRとDPSの様相に着目した研究としては，

池田ら2），中村ら3），枦木ら1）の研究がある。池田ら

は，国内一流レベルのカヤック競技選手を対象に

レース中のストローク成分の変化について検討し，

５00ｍレースでは序盤に艇のスピードを高め，その

後のSRの低下を小さくすることが重要であると報

告している2）。
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　また中村らは，国内一流レベルのカナディアン競

技選手を対象に，レース中のストローク成分の変化

について検討し，５00ｍ競技において，レース中盤

から終盤にかけてSRが高い者ほど艇速度を獲得で

き，パフォーマンスが高かったことを報告している
3）。

　さらに枦木らは，高校生カナディアン５00ｍ競技

者に着目し，2５0ｍ地点におけるストローク成分と

漕パフォーマンスの関連について検討している。そ

の結果，艇速度とSRとの間には正の相関関係がみ

られたが，DPSとの間には関連がみられなかったと

報告している1）。

　以上の先行研究を踏まえると，カヌースプリン

ト競技の競技レベルを向上させるには，DPSよりも

SRの獲得が重要であると考えることができる。し

かし，これらの先行研究に共通した問題として，い

ずれも横断的な研究であるという点があげられる。

すなわち，トレーニングにともなうストローク特性

が，縦断的にどのように変化しているのかについて

は明らかにされていない。

　カヌー競技は高校生から専門的に競技を始める選

手が多い。したがって，高校生選手のストローク特

性の変化を縦断的に観察することにより，初心者か

ら上級者に至るまでのストローク特性の変化につい

ての示唆が得られる可能性がある。そしてこのよう

な知見は，初心者から上級者に至るまでの段階的な

指導を効果的に行う上での資料になりうると考えら

れる。

　そこで本研究では，高校生期のカヌースプリント

５00ｍ競技者４名を対象に，漕パフォーマンスおよ

び漕動作の縦断的変化を，７ヶ月間にわたり個人ご

とに明らかにした。そして，SRとDPSとの関連か

ら，カヌースプリント競技における段階的な指導を

行う上での資料を提示することを目的とした。

Ⅱ　方法

１.被検者

　被検者は，鹿児島県内の高校生カヌークラブに所

属するカヌー選手男子４名，女子１名の計５名とし

た。ただし，そのうち１名の男子選手は対象期間中

に貧血と診断されたため，本研究の分析から除外し

た。各被検者の競技種目，競技力，競技歴，身体特

性については表１に示した。

　なお，被検者の所属するカヌークラブでは，カ

ヤック，カナディアンの両種目ともに，SRを高く

維持できるパドリング技術，体力を身につけること

を基本課題とし，日々のトレーニングに取り組んで

いた。

２.測定方法

　枦木らは，５00ｍ競技のスタートからゴールまで

の艇速度と中間地点における艇速度の間に有意な相

関関係があり，その時点における漕動作が全体の漕

動作をある程度反映できると報告している1）。そこ



－25－

高校生カヌースプリント選手の漕記録とストローク特性の縦断的変化

で本研究でもこの研究と同様，中間地点における漕

動作を５00ｍの漕パフォーマンスの代表的な指標と

見なし，同様の測定を行った。

　平成2６年４／2７，11／８に，伊佐市菱刈カヌー

競技場で漕動作の測定を実施した。漕動作の測定

にあたり，被検者には２回の５00ｍの全力漕を実施

させた。そして，タイムの良かった試技における

SRおよびDPSを分析した。なお，水上競技は風速

の影響を受けるため，携帯型風速計（Kestral4000，

Nielsen Kellerman社製，USA）を用いて風速を，

支持棒に紐を取り付けた風見と方位磁針を用いて風

向を計測した。

　漕動作の撮影は，枦木らの先行研究1）を参考に，

コースの2５0ｍ地点の両側に１台ずつデジタルビデ

オカメラ（PJ800，sony社製，Japan）を設置した。

撮影範囲は2５0ｍ地点を中央とした2５ｍ区間とした。

撮影速度は６0コマ／秒とし，映像範囲を固定して撮

影した。測定方法の概要については，図１に示した。

３.測定項目および分析方法

　測定項目は，５00ｍ漕記録およびレースの2５0ｍ地

点を中央とした2５ｍの測定区間における艇速度（中

間速度），その際のDPS（ストローク距離）および

ストローク時間とした。DPSおよびストローク時間

は，枦木ら（2013）の研究と同様に，①キャッチ

－ミドル区間（以下，水中局面前半），②ミドル－

フィニッシュ区間（以下，水中局面後半），③フィ

ニッシュ－キャッチ区間（以下，空中動作），の３

局面に分け分析を行った（図２－ａ）。

　映像解析には，映像解析ソフトウェア（Dartfish，

Dartfish社製，Switzerland）を使用した。分析は，

キャッチ，ミドル，フィニッシュ，キャッチまでの

一連の動作においてバランスを崩すなどのミスパド

リングがない連続した３パドル分の平均値を採用し

た。分析対象とする漕動作の抽出は，全日本選手権

入賞，全日本学生選手権入賞経験を有する熟練した

カヌー選手が行った。

　DPSの算出には，艇長が一定（５.2ｍ）であると

いう特性からその画角における距離のキャリブレー

ションを行い，３パドル分のDPSを算出し，その平

均値を代表値として用いた。また，前述の①～③の

局面における艇の推進距離も同様の方法を用いて算

出した。SRは６0秒をストローク時間で除すること

により算出した。また，①～③の局面の変化につい

ては，各局面に要した時間によって検討することと

した。

　枦木らの研究1）ではカナディアン種目のみであっ

たが，本研究ではカヤック種目についても図２－ｂ

に示したように，キャッチは水に触れる瞬間，ミド

ルはパドルが垂直になる瞬間，フィニッシュはパド

ルが水から離れる瞬間と定義し，カナディアン種目

と同様に①～③の局面を定量した。なお，カヤック

種目における１ストロークは，右からキャッチした

場合には次の右のブレードが入水するまでとし，前
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述の①～③の局面における分析は左右の各局面の平

均値をデータとして採用した。

Ⅲ　結果

　水上競技においては，風速が成績や動作に大きく

影響する。５00ｍ全力漕時の風向および風速につい

て試技ごとに計測したところ，各測定日（４／ 2６，

11／８）の５00ｍ全力漕時の風向風速は，ほぼ同様

の計測値（0.６ ～ 1.0m/s）であった。したがって，

本研究における漕パフォーマンスや漕動作は風速に

よる影響は受けていないものと考えられる。

　図３は，カヤックおよびカナディアンの各被検者
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の４月および11月における５00ｍ漕タイムおよび中

間速度の変化を示したものである。また表２は各被

検者の４月および11月における漕記録およびスト

ローク特性（１ストロークおよびそれを構成する各

局面）の変化を一覧で示したものである。

　各被検者における漕記録およびストローク特性の

変化は以下の通りである。

１.被検者Ａ（カヤック・予選レベル）

　被検者Ａの４月，11月における５00ｍ漕タイム

および2５0ｍ地点における中間速度を図３に示し

た。５00ｍ漕記録は，144秒から12６秒に18秒のタイ

ムの短縮がみられた（－13％）。また，中間速度は

3.0７m/sから4.01m/sへと向上した（＋31％）。

　その成分であるSRおよび距離を見ると（表２），

SRは，78strokes/minから101strokes/minに増加し

たが（＋30％），DPSは234.５㎝から238.3㎝とあま

り変化がみられなかった。

　さらに，１ストロークを局面ごとにみたところ

（表２），水中局面前半でのストローク距離は，６0.５

㎝から５７.５㎝に減少し（－５％），ストローク時間

も0.18秒から0.1５秒へと減少した（－20％）。水中

局面後半でのストローク距離は，６3.0㎝から７0.0

㎝に増加し（＋11％），ストローク時間は0.18秒か

ら0.21秒へと増加した（＋14％）。空中局面でのス

トローク距離は122.8㎝から98.3㎝と減少し（－

20％），ストローク時間は0.41秒から0.24秒へと減

少した（－41％）。

２.被検者Ｂ（カナディアン・準決勝レベル）

　被検者Ｂの４月，11月における５00ｍ漕タイム

および2５0ｍ地点における中間速度を図３に示し

た。５00ｍ漕記録は，148秒から12５秒に23秒のタイ

ムの短縮がみられた（－1６％）。また，中間速度は

2.７1m/sから3.７9m/sへと向上した（＋40％）。

　その成分であるSRおよび距離を見ると（表２），

SRは，33strokes/minから５0strokes/minへと増加し

（＋５2％），DPSは490.0㎝から4５0.0㎝へと減少して

いた（－８％）。

　さらに，１ストロークを局面ごとにみたところ

（表２），水中局面前半でのストローク距離は，７1.７

㎝から81.７㎝に増加したが（＋14％），ストローク

時間は0.22秒から0.22秒とほとんど変化が見られ

なかった。水中局面後半でのストローク距離は，
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20６.７㎝から213.3㎝へと増加し（＋３％），スト

ローク時間は0.５8秒から0.５1秒へと減少した（－

13％）。空中局面でのストローク距離は211.７㎝から

1５５.0㎝へと減少し（－2７％），ストローク時間では

0.93秒から0.4７秒へと減少した（－49％）。

３.被検者Ｃ（カヤック・準決勝レベル）

　被検者Ｃの４月，11月における５00ｍ漕タイム

および2５0ｍ地点における中間速度を図３に示し

た。５00ｍ漕記録は119秒から11５秒へと４秒の短縮

がみられた（－３％）。一方，中間速度については

4.1７m/sから4.21m/sとほとんど変化はみられな

かった。

　その成分であるSRおよび距離を見ると（表２），

SRは，101strokes/minか ら109strokes/minに 増 加

し（＋９％），DPSは249.2㎝から230.8㎝へと低下

した（－７％）。

　さらに，１ストロークを局面ごとにみたところ

（表２），水中局面前半でのストローク距離は，６７.５

㎝から５9.2㎝に減少し（－12％），ストローク時間

も0.1６秒から0.14秒に減少していた（－10％）。水

中局面後半でのストローク距離は，8６.７㎝から94.2

㎝に増加し（＋９％），ストローク時間も0.21秒か

ら0.22秒へと増加していた（＋６％）。空中局面で

のストローク距離は9５.0㎝から７７.５㎝に減少し（－

18％），ストローク時間も0.23秒から0.19秒に減少

した（－19％）。

４.被検者Ｄ（女子カヤック・決勝レベル）

　被検者Ｄの４月，11月における５00ｍ漕タイム

および2５0ｍ地点における中間速度を図３に示し

た。５00ｍ漕記録は，130秒から120秒に10秒のタイ

ムの短縮がみられた（－８％）。また，中間速度は

3.７６m/sから4.00m/sへと向上した（＋６％）。

　その成分であるSRおよび距離を見ると（表２），

SRは，99strokes/minから100strokes/minあまり変

化がみられなかった一方で，DPSは229㎝から241㎝

へと増加がみられた（＋５％）。

　さらに，１ストロークを局面ごとにみたところ

（表２），水中局面前半でのストローク距離は，49.3

㎝から５8.3㎝へと増加し（＋18％），ストローク時

間は0.13秒から0.14秒へと，あまり変化がみられな

かった。水中局面後半でのストローク距離は，90.0

㎝から82.５㎝へと減少し（－８％），ストローク時

間は0.23秒から0.20秒へと減少した（－11％）。空

中局面でのストローク距離は89.2㎝から94.2㎝へ

と向上し（＋６％），ストローク時間も0.24秒から

0.2５秒へと増加した（＋４％）。

Ⅳ　考察

　本研究の目的は，初心者から上級者までを含んだ

高校生のカヌー選手４名を対象として，７ヶ月間の

トレーニングによる漕パフォーマンスの変化やスト

ローク特性の変化について，選手ごとに縦断的に検

討し，それらの変化の様相を比較検討した。

１.�各選手の漕パフォーマンスとストローク特性の

縦断的変化の関係

　艇速度はSRとDPSの２要素の積で決まる。つま

り，同一艇速度であれば，SRとDPSは一方を増大

させると一方は低下するという，二律背反（反比

例）の関係にある。そこで，それらの相互関係を可

視化するためにSR－DPS関係のダイアグラムを作

成した（図４，５）。

　このダイアグラムでは，漕パフォーマンスの変化

を可視化するため，同一艇速度におけるSR－DPSの

関係を破線で示している。また，縦断的にSR－DPS

関係の変化をみた時，左右方向への変化が大きい場

合には，SRの変化による影響が大きく，上下方向

への変化が大きい場合には，DPSの変化による影響

が大きいことを示している。

　このダイアグラムの結果を踏まえて４名の選手を

みると以下のような特徴がある。

⑴　被検者Ａ（カヤック・予選レベル）

　被検者Ａは，SRが大きく増加したにもかかわら

ず（＋30％），DPSはほとんど変化がみられなかっ

た。すなわち，図４のダイアグラムでは，漕動作が

右方向へ大きく変化し，漕パフォーマンスが向上し

ていたことが窺える。
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　その変化した漕動作を１ストロークの局面別でみ

たところ（表２），水中局面前半では所要時間の短

縮が大きく（－20％），推進距離の減少は相対的に

見て小さかった（－５％）。また，空中局面におけ

る所要時間も短縮が大きいにも関わらず（－41％），

推進距離の減少は相対的に見て小さかった（－

20％）。すなわち，被検者Ａの漕動作の変化の特徴

として，空中局面において艇を安定させる（安定し

て乗艇する）ことができ，それにより安定したスト

ローク動作が獲得できるようになっていたと考えら
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れる。

　また，水中局面前半においても所要時間の短縮が

大きかったことは，前述の艇の安定に加え，水を

しっかりと捉えられる技術の獲得ができたことによ

る可能性があり，それらが複合的に作用することに

よって，大きく漕パフォーマンスが向上したと推察

される。

⑵　被検者Ｂ（カナディアン・準決勝レベル）

　被検者Ｂは，SRの増加が大きいにも関わらず（＋

５2％），DPSの減少はSRの変化と比べて小さい（－

８％）。すなわち，図５のダイアグラムでは，漕動

作が右方向へと大きく変化し，漕パフォーマンスが

向上していたことが窺える。

　その変化した漕動作を１ストロークの局面別でみ

たところ（表２），水中局面前半において所要時間

にはほとんど変化が見られなかったにもかかわら

ず，推進距離の獲得ができていた（＋14％）。すな

わち，水をしっかりと捉えられるキャッチの技術が

獲得でき，漕パフォーマンスが向上した可能性が考

えられる。また，被検者Ａと同様に，空中局面に

おける所要時間も短縮が大きいにも関わらず（－

49％），推進距離の減少は所要時間の減少に比べて

小さかった（－2７％）。すなわち，空中局面におい

て艇を安定させる（安定して乗艇する）ことがで

き，それにより安定したストローク動作を獲得し，

ストローク頻度を増加させることができるように

なったことも漕パフォーマンスの向上に寄与したと

考えられる。

⑶　被検者Ｃ（カヤック・準決勝レベル）

　被検者Ｃは，トレーニングの経過に伴いSRが増

加しているが（＋９％），DPSも同程度低下してい

た（－７％）。すなわち，図４のダイアグラムから

みて，漕パフォーマンスには大きな変化は見られな

いが，漕動作は右下方向へと変化していたことが窺

える。この変化は，被検者ＣにとってSRを増加さ

せられる技術や体力は身に付いたが，それにともな

うDPSの低下を抑制できるような技術がまだ備わっ

ていなかったことを示唆していると考えられる。

　また，変化した漕動作を１ストロークの局面別

でみても（表２），各局面において推進距離とスト

ローク時間の変化は同程度であった。すなわち，被

検者Ｃにとって今後はSRを維持しながらDPSを増

大させるトレーニングを処方する必要があると考え

られる。ただし，被検者Ｃも中間速度では大きなパ

フォーマンスの向上はみられていないが，５00ｍ漕

タイムには４秒の向上がみられた。つまり，SRを

増大させた漕技術や体力が，レースの前半局面（ス

タートダッシュなど）もしくは後半局面（減速な

ど）に何らかの影響を与えていた可能性も考えられ

る。それらについては本研究では明らかにできない

が，今後考慮すべき点かもしれない。

⑷　被検者Ｄ（女子カヤック・決勝レベル）

　被検者Ｄは，SRにはほとんど変化は見られてい

ないものの，DPSには向上がみられた（＋５％）。

すなわち，図４のダイアグラムでは，漕動作が上方

向へと変化し，漕パフォーマンスが向上していたこ

とが窺える。

　その変化した漕動作を１ストロークの局面別でみ

たところ（表２），水中局面前半において所要時間

にほとんど変化がみられていないにもかかわらず，

推進距離の獲得ができていた（＋18％）。すなわち，

水をしっかりと捉えられるキャッチの技術が獲得で

きていたことがDPSの増加につながったと推察でき

る。また，被検者Ｄは女子選手ではあるが，今回の

被検者の中で最も競技実績が高く，全国大会での入

賞経験やカヌースプリントジュニア日本代表候補に

選出された経験がある。すなわち，このようなトッ

プレベルの選手では，ある程度のSRが獲得されて

おり，DPSの向上がパフォーマンスを向上させるう

えで重要である可能性がある。

２.�競技能力の向上にともなうストローク動作の変化

　被検者Ａのような初心者の場合，転覆しないよう

にバランスを保ちながらカヌーを漕ぐための漕技

術が不足し，５00ｍを漕ぎ切るまでに無駄なエネル

ギーを使うことが多い。初心者の場合，パドルが水

中に入っておらず，推進力にはつながらない空中局
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面において，艇がバランスを崩しやすくふらふらす

るため，空中局面の所要時間が大きくなると考えら

れる。実際，被検者Ａの場合，トレーニング後にお

いて空中局面での所要時間が大きく短縮され，SR

が著しく向上し推進距離はわずかに増大もしくは維

持されていた（表２）。これらは，艇上でバランス

が取れるようになり，ふらつきのないパドリング動

作がおこなえるようになったことに起因するものと

考えられる。したがって，競技能力が予選レベル程

度の初心者選手には，艇のバランスのとり方を身に

付け，５00ｍを全力で安定したパドリングで漕ぎき

るための技術を習得する事を優先させることが必要

であると考えられる。

　次に，被検者Ｂ，Ｃのような，競技レベルが準決

勝程度の場合，予選レベルの選手とは違い，安定し

て５00ｍを漕ぎ切る漕技術はある程度身に付けてい

るものと考えられる。つまり，より艇を進められる

漕技術もしくは体力の向上が重要であると言える。

その点を踏まえて本研究の結果をみると，DPSの減

少の程度には違いはあるものの，SRの向上につい

てはいずれの被検者も共通していた（図４，図５，

表２）。すなわち，準決勝レベルの段階としては，

SRを向上させるための技術および体力が必要であ

ると考えられる。

　水面を移動する競技種目においては，水を後方に

押し出すことによって，推進力を得ることができ

る。カヌースプリント競技では，漕手がパドルで水

を掻いて（後方に押し出して），艇に対する推進力

を得る。この時，水の抵抗は，速度の２乗に比例し

て増大し５）６），SRは艇速度の約２乗（1.8６乗）に比

例して増大する4）５）。また艇速度は，漕手のダイナ

ミックな動作により，艇の抵抗に打ち勝ってパドル

が水中を移動することで生み出されるが，パドルが

水中にない間（空中局面）は慣性力以外の新たな推

進力が生じないため，艇は抵抗を受けて減速する。

つまり，艇が抵抗を受けて減速する時間を短くする

こと，すなわち，空中局面を短くするためにSRを

増加させることが漕パフォーマンスの向上につなが

ると考えられる。

　準決勝レベルの選手の中でも被検者Ｂの１スト

ローク内の成分についてみると，水中局面前半にお

いて所要時間が短縮しているにもかかわらず，推進

距離の獲得ができていた（図５，表２）。これは，

水中局面前半であるキャッチでパドルの力をうまく

水に力を伝えられず，パドルをただ素早く動かすだ

けの動作になっていたものが，キャッチの時にパド

ルでうまく水をとらえ，推進力を生み出すことがで

きる技術を習得したことに起因するものと考えられ

る。つまり，SRの向上と同時に，水中局面前半の

漕技術の改善も指導上重要なポイントとなるかもし

れない。

　最後に，今回の被検者の中で最も競技実績が高

かった被検者Ｄ（全国大会入，カヌースプリント日

本代表候補選出）についてみると，SRの向上はみ

られず，DPSの向上がみられた（図４）。また，そ

のストローク成分についてみると，準決勝レベルの

被検者Ｂと同様に水中局面前半で，推進距離の獲得

ができており，キャッチの時にパドルでうまく水を

とらえ，推進力を生み出すことができる技術を習得

したと考えられる。したがって，競技レベルが高い

高校生の選手においては，SRの向上よりも，DPS

の獲得が重要となり，それに合わせた練習が必要で

あると考えられる。

　次に，国内トップレベルのカヌー選手における

SRとDPSについて着目し，本研究の被検者の変化

との関連について検討する。池田らは，女子カヤッ

クの国内トップレベル選手の５00ｍレース中間地点

におけるSRについて報告し，100.1±６.2strokes/

min，DPSは239±13㎝であったことを明らかにし

ている2）。本研究の被検者Ｄにおける４月時点のSR

は99strokes/min，DPSは229㎝であり，国内トッ

プレベルの選手と比較してSRは同等であったが，

DPSでは10㎝程度低値を示していた。そして，11月

時点ではSRは同等のまま，DPSも国内トップレベ

ルの選手と同等まで向上していた。これらのこと

は，SRが国内トップレベルの選手と同等に高めら

れる選手の場合には，SRを維持しながらDPSを向

上させるトレーニング方略が有効であることを示唆

しているかもしれない。

　また，池田らは男子カヤック国内トップレベ
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ル 選 手 に お い て も 同 様 に 検 討 し，SRが110.0±

６.4strokes/min，DPSが2５５±13㎝であったと報告

している2）。本研究の被検者Ｃをみると，４月時の

SRは101strokes/min，DPSは249㎝，11月時のSRは

109strokes/min，DPSは231㎝であった。すなわち，

被検者Ｃは４月から11月にかけて国内トップレベル

選手に匹敵するSRを獲得できていたが，DPSは４

月から11月にかけて低下してしまっていた。被検者

Ｄの事例を基に考えると，被検者Ｃは今後，SRを

維持しながらDPSを向上させるようなトレーニング

方略をとるようにトレーニング内容をシフトさせて

いく必要があると考えられる。

　しかし，国内トップ選手のパドリング特性にも個

人差がある。そのため，本研究の被検者Ｃおよび被

検者ＤのSRがたとえ国内トップ選手と同等であっ

たとしても，各選手の適性値であるかはわからな

い。したがって，被検者Ｃおよび被検者Ｄの今後の

トレーニング方法についてはさらに検討が必要であ

る可能性もある。

　その一方で，本研究の図４および図５のようなパ

ドリング特性の変化を一覧化できるダイアグラムを

用いることで，個人内のトレーニングによる変化

や，個人間の特性の相違を可視化して客観的に評価

することができる可能性がある。すなわち，トレー

ドオフの関係にあるSRとDPSが，ある方針で一定

期間のトレーニングを行った場合に，どのような変

化をし，その結果としてパフォーマンスにどのよう

な影響を及ぼしたかを把握することができる。ま

た，トップ選手と自身のパドリング特性を比較する

ことによりどのような能力やトレーニングが不足し

ているのかについて検討することもできる。した

がって，より合理的なトレーニング計画の立案をす

るための手助けとなりうると考えられる。

　本研究は対象人数が少ないうえに，性別，競技経

験（１～４年），競技種目（カヤック，カナディア

ン）も異なる選手を対象としている。したがって，

今後さらに対象者を増やして高校生カヌー選手のパ

ドリング特性の変化と競技力の関係について検討す

ることが必要である。さらに，本研究では漕動作や

パドルにかかる力を測定できていない。そのため，

「水をしっかりと捉えられるキャッチの技術を習得

できていた」など，漕技術に関する推察を行ってい

るものの，その技術が実際にどのようなものである

か，また実際にそのような変化が起こっているかは

不明である。その点を明らかにすることは今後の課

題である。

Ⅴ　まとめ

　高校生カヌースプリント選手４名（男子３名，女

子１名）を対象として，５00ｍ漕の中間距離である

2５0ｍ地点の漕動作を縦断的に測定し，漕記録およ

びストローク特性（DPSおよびSR）の変化につい

て検討した。対象者の競技レベルは，九州高校新人

大会に当てはめると，予選レベルが１名，準決勝レ

ベルが２名，決勝レベルが１名であった。以下に競

技レベルごとにみられた漕動作の変化を示す。

１）対象期間において全選手で５00ｍ漕記録の向上

がみられた。

２）予選レベルの選手は，艇上でバランスを取りな

がら，ふらつきのないパドリングができるよう

になることで，空中局面に要する時間は短縮

し，DPSを維持しながらSRを著しく向上させ

ていた。

３）準決勝レベルの選手は２名ともにSRの向上が

みられた。中でも被検者Ｃは，SRは日本国内

トップレベルの選手と同等まで向上していた

が，同時にDPSも低下してしまっていた。

４）決勝レベルの選手は，日本国内トップレベルの

選手と同等のSRをすでに有しており，水中局

面前半での推進距離の獲得によりDPSの向上が

みられた。

　以上の結果から，本研究で用いたSRとDPSの関

係を示したダイアグラムで評価することによって，

トレーニングによるストローク特性の個人内での変

化や，個人間での特性の違いなどを可視化でき，合

理的なトレーニングを考える上で有効な手法になり

得ると考えられた。
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